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平成２４年度日本財団助成事業
中学生向けデートDV予防プログラムの
開発および提供事業
実施報告書
特定非営利活動法人
エンパワメントかながわ
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１．はじめに
デートDVは、その後のDVや望まない妊娠、児童虐待にもつながる社会問題として、予防教育の取り組みが進んでいる。様々な年齢層に暴力防止プログラムを提供していた当団体でも、2004年から高校生向けに開発・提供を始め、これまでのプログラム受講者は2万人に上る。
２．事業の目的
暴力防止の予防教育は、より若年のうちに受講することが効果が高いこと、性体験の若年化の傾向からも、近年、義務教育期間中の中学生向けにプログラム提供のニーズが高まってきた。中学生の発達段階に最適なプログラムが必要であることから、中学生向けデートDV予防プログラムを開発し、提供することを目的とした。
3．事業の概要
中学生向けデートDV予防プログラムでは、人権教育プログラムとして「人権」を侵害する「暴力」の一つとしてデートDVがあること、すべての人が「暴力を受けずに生きていく権利」があり、「自分で自分を大切にしていい」ことを伝える。親しい関係にある人からの暴力は、「暴力」と認識しづらいことを実感してもらうためにも、人と人との距離感を考えるワークや、自分自身の人権について考える時間を取るのが特徴である。
中学生に分かりやすいプログラムにするために、中学生自身の意見を取り入れ、専用ワークブック、プログラム進行に合わせたパワーポイント資料を作成した。
また、実施の決まった学校との打ち合わせは、学年の教職員全てに参加をお願いし、プログラム実施への協力だけでなくデートＤＶへの理解を深め、学校全体で共通認識を持った。
本プログラムを実施することによって、デートＤＶだけでなく、いじめや虐待などあらゆる暴力を減少に導く意識を根付かせることを目指した。
４．事業の内容
１．中学生向けデートＤＶ予防プログラムの開発
[１]プログラムの開発および検討
中学生の発達段階に応じた人権教育プログラムとしての位置づけを持って、デートＤＶという身近な暴力を扱い、人権や暴力について自分自身で考え、感じることができる内容のプログラムを目指した。
◇
開発及び検討会　振り返りも含む（３６回　参加人数　延べ１０５人）
· プログラム開発・内容検討
· アプローチ校の検討・周知
· 実施検討校への訪問による説明
· ワークブック内容検討・パワーポイント資料検討
· モニター参加による試行
· 練習会の開催
· プログラム内容の試行と検討
· 各学校への事前打ち合わせ
· 実施ごとの振り返りと次回実施時への反映
· 実施後アンケートの分析・各学校へのフィードバック
· 次年度への継続のための方針
・
１年間の活動のまとめ、今後の課題
· 報告書の作成
〔２〕プログラム内容、ワークブック資料、パワーポイント資料の作成
プログラムの内容検討と同時に検討会を重ねる中で、ワークブックのページ建て、視覚的要素の取り入れ方、実際の中学生の意見を反映しながら、双方を同時に試作し連動させた。
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プログラムの進行とワークブックとパワーポイントの使用法
	ワークブック
	パワーポイント資料

	１．人権　人権について考えてみよう
それぞれ自分の考えた「権利」を記入し、意見を発表する
	出てきた意見を入力し、生徒の意見にコメントを加える。

	２．暴力　人権を侵害するものが暴力
種類別に記入し、発表する
	出てきた意見を入力し、暴力の種類別に、生徒の意見にコメントを加える。

	暴力を受けた時の気持ち
自分がもしも暴力を受けたら、どんな気持ちになるか想像し、記入し発表する
	顔のアニメーションで表情を例示し、出てきた意見を入力し、コメントを加える。

	３．自分と人との「心の距離」
自分を中心の円にたとえ、周囲の円の中に友人、家族、先生など、自分とかかわりのある人との心の距離感を記入する。
	友だち、家族、先生、恋人の順に生徒に問いかけ、それぞれを自分から見てどの位置においているか考える時間を取る。


	４．登場人物の気持ちを想像してみよう
漫画で実演する劇の内容が記載されている。
	劇の設定の説明
スタッフによる劇の実演

	５．二人の気持ちを考える
カレシの気持ち、カノジョの気持ちをそれぞれ考えて記入し、発表する。
	生徒から出たそれぞれの気持ちを入力し、生徒の意見を読み上げる

	
	二人の関係性を円で示し、どのような関係に見えたか挙手によって意見表明をする。
その上で、なぜそれを選んだのか発表してもらう。

	６．デートＤＶって
暴力の種類とサイクルの説明
	恋人同士の間で起きる暴力のパターン
暴力の種類別のイラスト
デートＤＶのサイクル

	７．「デートＤＶを受けているかも？」と思った時に
被害を受けている人へのメッセージ

	暴力に対してできること
被害を受けたとしてもその人は悪くない
相談先の紹介

	被害を受けている友だちがいた時にできること
自分にできそうなことを考え記入し、発表する。
	生徒の意見を入力し、コメントする。

	話の聴き方
	スタッフによるロールプレイ　
「暴力を受けていい人はいない」メッセージ

	８．まとめ
自分のほっとするとき、ちょっといいなと思う時、自分の選びとってきたもの、自分らしさ
をそれぞれ個人で考え、記入する。
	考える時間を十分取る。
記入したものは発表しない。
「自分自身を大切にしていい」メッセージ

	９．あなたへのメッセージ
	あなたはあなたのままでいい　アンケート記入


２．中学生向けデートＤＶ予防プログラムの提供
　＜実施校募集方法＞
神奈川県教育委員会の協力を得て、県内すべての公立中学校向けに実施要項を送付した。
プログラム実施方法につき、対象人数、実施時間、実施場所の確保、機材の準備等
　実施校へ入念な確認のうえ、実施日程が決まった順に実施先を決定した。
　日程、実施条件に合致せず、今回実施を断念した学校もあったが、一校が決定した後、人権教育に積極的に取り組む学校間での情報共有がされたため、次々に実施決定となった。
1 教職員への事前打ち合わせ（約６０分）
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プログラム内容、進行、会場設定、配慮する事項などの綿密な打ち合わせ・確認
2 書類のやり取り、スタッフ間にて学校ごとの留意事項の確認
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3 生徒へのプログラム提供　
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1回９０分～１００分　２クラス～３クラス（８０名～１２０名）ごとの実施
プログラム終了後、生徒からの相談受付を３０分程度実施
4 スタッフにおける振り返り・アンケート分析
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5 教職員へのアンケート内容等フィードバック
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　　　　実施後のアンケート内容などの報告、その後の生徒たちの様子、変化などで、気になることがないか確認
⑥ プログラム内容の再検討・改善事項の確認
　　　　パワーポイント資料の修正・実施方法の見直し
５．実施報告
〔1〕実施一覧
	実施先
	実施日
	対象学年
人数
	実施
回数

	三浦市立A中学校
	２０１３年２月２０日
	３年生４クラス
１３７名
	２

	逗子市立Ｂ中学校
	２０１３年２月２１日
	３年生５クラス
１８２名
	２

	逗子市立Ｃ中学校
	２０１３年２月２５日
	３年生４クラス
１４５名
	２

	逗子市立Ｄ中学校
	２０１３年２月２６日
	３年生３クラス
９６名
	１

	市民活動フェア
	２０１３年３月１０日
	一般・支援者
２０名
	１

	神奈川県立E中等教育学校
	２０１３年３月１９日
	３年生４クラス
１６０名
	２


実施回数　１０回
生徒受講人数　７２０名
教職員受講人数　３７名
一般支援者受講人数２０名
〔２〕プログラムの理解度・効果についての調査
（1）目的
①プログラムの理解度と効果を測ること。
　②次回実施時までにプログラムの中で修正可能な箇所につき、より効果的に提供するために修正を行うこと。
③中学生のデートDVの認知度や周囲での見聞き経験を調査し、中学生の間でのデートDVへの認識をはかる。
（2）アンケートの内容
①デートDVという言葉や意味の認知度
②身近での見聞き経験
③中学生向けデートDV予防プログラムの内容についての理解度
④わからなかった点、改善点について
⑤自由記述
（3）方法
実施時間の中で、プログラム終了後すぐその場で記入し、スタッフが回収した。
参加した教職員にも同じ内容で回答してもらった。
回答は自由意志とし、回収できたもののみで集計を行った。
（4）結果
　　プログラムを実施した５校においてアンケートを実施したところ、
プログラムを受講した生徒720名、教職員37名のうち、654名の生徒、37名の教職員が回答した。
結果は次のとおりである。
アンケート結果
①　生徒回答総数の内訳
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②　Q1．「デートDV」という言葉やその意味を知っていましたか？
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③　デートDVにあたることを、見たり聞いたりしたことがありますか？
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④　Q3．あなたは“どんな人も暴力を受けずに生きていく権利がある”ということについてどう思いましたか？
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⑤　Q4．今日のワークショップに参加して、どう感じましたか？
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＜自由記述欄抜粋＞
【男子】
· デートDVはしてはいけないということが良く分かった。個性は大切にしていくべきだと思った。
· 人権は大切にしなきゃなーと思った。暴力はいけないことだと改めて感じたから気を付けようと思った。
· これから交際をするにあたって、とても役立てることにつながると思ったし、今後にもつなげられると思った。
· 自分を大切にしていいことや、普段自分たちが何気なくやっていることの大切さを知った。
· 人はちがいがあっていいと思った。将来こういうことがなくなるといいなあ！
· 自分の考えや相手の考えを尊重していくべきだと思った。だからといって相手の考えを妨害してはいけないと思った。
· 今日の講演で世界の見方がかわった。
· 自分らしく生きることが大切だと強く感じました。
· いろいろな人権の意見を通し自分がどうあるべきか考えることができたと思う。
· 自分のことは、普段みつめないから、自分のことを良く考えることができる良い機会だった。
· 自分にもし彼女ができてもこんなことはしないと誓った。
· 自分もそんなことがあったと思えるところがあったので、人とよりいい関係を築くためには「これだ！」というのがわかり、とてもよかったと思います。
· まったくその通りだと思いました。心にガツンときました。胸が熱くなりました。僕は彼女に友好関係の制限などはしたくもないし、されたくもない。
· 「相談にのるとき知っておくといい方法」がよかった。マンガが分かりやすくてよかった。
· 暴力をふるうということは男女ともにやっちゃいけないことだなーっと思っています。なので、私自身も他人には暴力をふるわないようにしたいと思います。
· 恋愛に関係なく、人同士のつながりを大切にしていきたい。
· デートDVって世の中にたくさん起きているということを初めて知り、自分だけを見ないようにしようと考えた。
【女子】
· デートDVについて詳しく知れて、ためになりました。自分がもしその立場になったら、ちゃんと誰かに相談したいと思います。
· 自分の周りにデートＤＶをされている人がいたら、その人はデートＤＶだと気づかないと
思うから、相談にのってあげたりしたいなと思った。
· みんなの意見を取り入れるのがすごいなと思った。他では受けられないような、貴重な体験ができました。
· 人はみんなそれぞれちがう感情を持っていて、それらの感情は誰にも犯すことのできない大切なものなのだな～と改めてわかりました！！！
· 「ありのままでいいんだよ」という言葉が前から好きだったので今日この話を聞いて何だか自信がつきました。これからも「自分」を大切にしたいと思います。ありがとうございました。
· 意味を詳しくしらなかったので知ることができて良かったです。また、分かりやすく、ゆっくりと解説してくれたので良かったです。多くのことを学ぶことができました。
· 私はお付き合いというものを経験したことがないので、よく分からないこともあるのですが、マンガや本（ノベル）の知識だけではなく、今日のような知識も必要なのだなと思いました。今日のことをこれからに活かしていきたいと思います。
· 自由ってやっぱりいいなと思った。男を見る目って大切だと思った。
· 人それぞれの考えや意見を持つことは大切なことだと知りました。
· 暴力にも色々なものがあるのがわかりました。そのすべての暴力が無くなる日がくるといいなと思いました。
· 自分は自分のままで良いということを改めて実感することができて、少し暖かい気持ちになりました。もしも自分がデートDVにあったら、今日きいたことを活用したいです。ありがとうございました。
· まだ自分には関係無いことでも、今後、なにかあった時にはとても役に立つと思う。
· 1つ1つに関して、キチンと考えられてよかった！
· 初めての事で色々わかってとてもよい経験ができたと思った。自分にはちゃんと権利があることを忘れないで生きていきたい。
· 相談を聴くときは聴き役でいいことが分かった。
· 相手も自分も大切にすることはとても大切なことだと思った。暴力(デートDVなど)は本当の愛ではないと思った。
· 今まで知らなかったデートDVを知ることができてよかった。どんな人にも自分を守る権利があることを知れて良かった
· 暴力を受けていい理由なんて誰にもないというのがよくわかった。
· DVと言う言葉や意味を自分では知っているつもりだったけど、もっと深くあるとは思わなかった。自分を大切にすることの大切さを知った。
· 人権についてあらためて考えることができました。とてもよい時間になったと思います。
ありがとうございました。
· 自分は自分だから、ちゃんと大切にしていこうと思いました。
· 自分のことは自分で決めたりすることが大切だと思った。
· 中学生という多感な時期にこういったことをするのはとてもいいと思います。大きくなってからではなく、今のうちから学ぶことがいいと思いました。
· ノートもわかりやすくて、かわいくて、自分の意見も授業に取り上げてもらえて、とても楽しかったです。
· 「デートＤＶ」という言葉を聞いたのは初めてだったけど、話を聞いてよくわかりました。「暴力を受けていい人はいない」っていうのは、その通りだと思うし、暴力を受けたい人もいないと思う。暴力はなくなればいいのにって思いました。
· わかりやすく説明や劇をやってもらって、とてもわかりやすかったです。もしそういう人　
いたら私も話しをきいてあげたいと思いました。
【教職員】
· 自ら考え、発表することで人権やDVについて考えるキッカケとなったと思う。一部カウンセリング手法の傾聴について演じられていた部分は生徒たちにとってもとても参考になると思いました。
· 私自身とても考えるところがあり、有意義な時間でした。幸せな人間関係にある生徒にはピンとこないかもしれません。いつかこういう状況になった時に思い出してもらえればいいな、と思います。
· 「暴力」という概念の確認からデートDVの説明までが一つながりになっており、わかりやすいものだったと思う。
· 生徒たちが割合に素直にノートに記入していたことに驚きました。イヤだと言えるおとなになっていけるといいと思います。
· ゆったりとした雰囲気の中で、リラックスして聞くことができたと思います。男女交際について、悩んでいる生徒がいたら、よいアドバイスになったと思いました。
· ワークショップにそって、2時間で扱うのにちょうどよい長さでした。中学生にはどうかと思いましたが、今後の予防としてわかりやすく有効であると思いました。
· 自分と人との「心の距離」を考え、自分で決め自分を認めることの大切が学べました。パンフレットもわかりやすく素敵です。
· 生徒の意見をパワーポイントで映し出したり劇があったり、とてもわかりやすかったです。ありがとうございました。
以上は、多くの自由記述の中から抜粋した意見である。
生徒からの感想で、多く見受けられたものとして、
　「わかりやすかった」
　「楽しかった」
　「暴力というものが分かった」
　「知らなかったことを知ることができてよかった」
　「暴力は振るいたくない、受けたくない」
　などがあげられる。
６．事業を実施して　　
【エンパワメントかながわの取り組みから】
２００４年度より、デートDVの予防プログラムを開発し提供してきた。高校生・大学生向けに提供してきた中でわかってきたことは、高校生の間では、すでにデートDVの加害・被害が起きており、予防という観点からは、より若年層である中学生に、このプログラムが必要だということだった。高校進学を選ばない子どもたちがいることも考えると、義務教育期間中に受講することが有効だと考えた。
高校生・大学生向けのプログラム受講者は2万人近くにのぼり、横浜市との協働事業や、神奈川県との協働事業を通して、教育機関や行政機関からの信頼を得ることもできた。
これまでの実績を活かし、2011年度、高校生向けプログラムを中学3年生に試行したところ、内容や手法に違和感を覚える生徒や教職員の声があった。一方、中学校からのプログラムニーズは近年急速に高まっており、エンパワメントかながわとしても早急に、中学生の発達段階に合わせたプログラムを開発し、提供をするために本事業に取り組んだ。
【中学生向けデートDV予防プログラムの開発にあたって】
開発にあたっては、中学生の発達段階を考慮するために、おとなの視点だけでなく、中学生自身の意見を取り入れることが重要と考えた。プログラムの流れがだいたい出来上がってきた時点で、実際の中学生を対象としたモニター参加会を開き、プログラムの流れや表現はもちろん、ワークブックのデザインや体裁、パワーポイント資料のイラストなどにも多くの意見をもらうことができた。
デートDVは、恋人同士の間で起きる暴力のことであるが、本プログラムは人権教育の視点で組み立てた。
すべての人が生まれながらに持っている基本的人権は、人が生きていくためになくてはならないものであり、誰にも取り上げられなくていいものである。たくさんの人権の中でも大切なものが、「暴力を受けずに生きていく権利」であり、一人一人が人権を持った大切な人であることを伝えている。
その人権を侵害する力が暴力である。暴力の形態は、殴る・蹴るのような身体的な暴力のみならず、精神的なことや性暴力という形もある。また、人との関係性において起きるものであり、いじめや虐待、DVといったように関係性によって、その名称も変わる。
デートDVは、恋人同士の間で起きる暴力であるが、このプログラムは、授業時間の中で2～3クラス単位で実施するため、既に交際をしている生徒だけではなく、全く交際に関心のない生徒も対象にしている。人権を侵害する暴力の形のうちの一つとして「デートＤＶ」について伝え、デートDVだけでなく、生徒の身の周りで起きるであろう他の暴力についても、防止していく効果が上がることを期待している。実際に受講した生徒の意見やアンケートの自由記述の中には、デートDVということではなく、人権や暴力について考えることができたとの感想が多い。
デートDVは、好きな人から受ける暴力であるゆえに、暴力と認識しにくい。より親しい人からの暴力は、愛情の証、しつけの一環などという言葉とともに受けることが多く、被害を受けても自分が悪いと思い込まされる。そこで、どんな理由があっても、誰からであっても、暴力を受けていい人は一人もいないというメッセージとともに、自分にとって近くにいてほしい人、そうでない人を感じるために、自分と人との距離感について考えるワークを取り入れた。
デートDVで起きる暴力を活字や言葉だけで表現するのには限界がある。当団体では、より身近に起きそうなことと感じてもらうために、ロールプレイを使用している。作成したワークブックには、ロールプレイの内容を漫画で表現した。
このプログラムは、生徒一人一人がワークブックに自分の意見や考えを記入しながら進める。生徒の意見はできる限り発表できるようにし、自分とは違う意見に触れる機会を持つことで、人はそれぞれ違った考えを持っていることに気づくことができる。
このプログラムを受講した生徒が、まず、自分を大切にし、他人を大切にする、お互いに対等で尊重し合える関係性を築くことによって、デートDVをはじめとしたあらゆる暴力にあわずに、振るわずに、周りで起きている時に見て見ぬふりをせずにすごしていくことを願っている。
【プログラムを実施して】
　このプログラムを実施するにあたり、何よりも大事なことは先生たちとのワークショップの共通理解と、協力という環境である。
　実施した学校の先生方とは、プログラム実施前の説明、生徒が安心して参加できる環境（会場設定や、機器の確認、劇中で使用する名前、配慮の必要な生徒の有無）を細かく打合せた。
プログラムの中での生徒の発言は、全てを尊重し認めることをファシリテーターだけでなく、スタッフ全員がきめ細やかに配慮した。普段の授業とは違い、正解・不正解はなく、生徒が思ったこと、考えたことをすべて受け入れる姿勢を貫くことは、生徒の人権尊重につながり、プログラムの内容だけでないメッセージを含んでいると感じた。
生徒や教職員に毎回アンケートを取り、次の実施前に入念な振り返りを行い、改善や工夫を施した。回を重ねるごとに、より充実を図ることができたのは、この手順を大切にしていった結果だと思う。
プログラム終了後にはスタッフが、必ず30分から1時間の時間を取って別室で待機し、個別相談を希望する生徒の対応にあたった。暴力についてのプログラムを実施後、気持ちの揺れる生徒も少なくないため、こういった対応も学校側が導入するうえでも安心感につながったものと考えている。
デートDV、人権、暴力について、学校内の生徒も教職員も同じ情報を共有することによって、その後の日常生活に役立たせることができる。さらに、中学卒業後、進路は様々に別れても、高等学校や就職先で活かしていってほしい。
【今後の課題】
中学生に実施するにあたって、学校側の実施希望は、高校受験の日程の関係から、3年生の2月中旬から3月中旬に集中する。より多くの学校に提供するには、自団体のみでは難しいと感じている。
今後は、教職員自身が生徒に提供することができるように、研修講座の実施を試みていきたい。
中学生向けデートＤＶ予防プログラムの開発および提供事業

担当　　池畑博美

７．参考資料　　　　　　　　　　①案内文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年4月吉日
各中学校長殿
NPO法人エンパワメントかながわ
理事長　阿部真紀
「中学生向けデートDV予防プログラム」のご案内
　　日頃より私どもの活動に、ご理解とご協力を誠にありがとうございます。
さて、ＮＰＯ法人エンパワメントかながわでは、日本財団より2012年度助成金の交付を受け、中学生向けのデートDV予防プログラム提供事業（正式事業名：「中学生向けデートDV予防プログラムの開発と提供」）を実施することとなりましたので、ご案内申し上げます。
ぜひ、人権教育の一環としてご活用いただけましたら幸いです。なお、お申込みのご依頼順で締め切らせていただきますので、ご質問・お問い合わせは、下記事務所までご連絡くださいますようお願い申し上げます。

内容： 一人ひとりがかけがえのない大切な存在であることを伝える人権教育プログラムです。恋愛に関心の高い中学生が、「デートDV」という一つの暴力について学びながら、人と人とが対等で尊重し合える関係であるためのコミュニケーションを考えていきます。
対象：　中学生（対象学年は学校の希望によっていずれか一学年をお選びください）
実施校：　県内５校程度（先着で決定していきます）
実施方法：　三学年のうち一学年を対象とします。時間６０分～９０分
　　　      ワークブックとパワーポイントを使用しますので、広い会場と機器(マイク、パソコン、プロジェクター)が必要となります。
　　　　　　　 会場確保と時間調整が可能な場合は、100名程度に分けての実施をお勧めしま
す。
事前に学年の先生方とのお打ち合わせに伺います。
＊実施方法、内容についてご不明の点はお気軽にお問い合わせください。
学校負担金：　無料
講師：　エンパワメントかながわスタッフ（各回3～5名）
実施期間：　平成24年度（平成25年3月末まで）
ＮＰＯ法人エンパワメントかながわ事務所
〒221-0835横浜市神奈川区鶴屋町2-9-22-701
ＴＥＬ：045-323-1818（月・水・金10時から16時）　　　ＦＡＸ：045-323-1819
e-mail:　kanagawa-cap-miracle@isis.ocn.ne.jp
HP: 　http://npo-ek.org
担当：池畑  
②概要
中学生向け人権教育プログラムご案内
～エンパワメントかながわ「中学生向けデートＤＶ予防プログラム」～
特定非営利活動法人エンパワメントかながわ
目的
中学生は、心身ともに急成長する時期であり、自分自身のことはもちろん、他人との関係を結ぶ上でもこの時期に人権について学ぶことは大切です。中学生にとって身近な問題である「デートＤＶ（恋人間の暴力）」をテーマに「暴力とは何か」を考えます。一人ひとりがとても「大切な人である」こと「自分らしく生きていっていい」ということを伝えます。
特長
　中学生の発達段階にあわせたワークブックを生徒一人ひとりに配付し、パワーポイントを活用して講義を進めます。一方的な講演会ではなく、寸劇を見せたり、手元のワークブックに自分の考えたこと、感じたことを記入しながら楽しい雰囲気の中で進めます。参加することによって、一人ひとりの中に気づきを起こし、行動の変容（暴力にあわない・暴力を振るわない・暴力を見て見ぬふりをしない）につながることを促します。
中学生向けデートDV予防プログラムの実施内容
実施単位：１００名程度　(４０人程度のクラス編成で、２～３クラスずつ)
時　　間：９０分～１００分　終了後に個別相談（３０分程度）
講　　師：各回ともエンパワメントかながわスタッフ　４名
参加した中学生の声（実施校のアンケート結果より）
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教職員の方からの意見
＊とても分かりやすい説明で、生徒たちの意見を表明する機会もあって、よかったです。
＊ちょうど良い時間（2時限）と規模（2クラス）でした。中学生にとって、今後の予防として分かりやすく有効であると思いました。
＊生徒の意見をパワーポイントで映し出したり、劇があったり、とても分かりやすかったです。
＊自分と人との「心の距離」を考え、自分で決め、自分を認めることの大切さが学べました。
これまでの実績
　エンパワメントかながわ・デートＤＶ予防プログラム受講者数（２０１３年３月現在）
　　中学生　　　２，０６０人（１７回）
　　高校生　　　１７，５９０人（３１８回）
　　大学生　　　３，９８０人（２７回）
　　教職員他　　２，３６０人（７２回）　　　合計２５，９９０人（４３４回）
デートＤＶについての理解を深め、身近なおとなとして10代の子どもたちを支援していくために、教職員向けおよび保護者向けの「デートＤＶ予防ワークショップ」も提供しています。
是非、この機会に実施のご検討を頂けたら幸いです。
ご不明な点は、以下までお気軽にお問い合わせください。

エンパワメントかながわ事務所
電話：045－323－1818
FAX：045－323－1819
E-mail：kanagawa-cap-miracle@isis.ocn.ne.jp
担当：池畑・阿部
③アンケート用紙（生徒、教職員同内容）
＊＊アンケートのご協力のお願い＊＊
このプログラムを今後もより良い形で中学生におこなっていくために、
みなさんのご意見を参考にしていきたいと思います。アンケートにご協力ください。
デートDV予防プログラム　アンケート
Ｑ1：「デートＤＶ」という言葉やその意味を知っていましたか？
□言葉も意味も知っていた　□言葉は知っていたが、意味ははじめて知った　□言葉も意味もはじめて知った
Ｑ２：デートＤＶにあたることを、見たり聞いたりしたことがありますか？
　□ある（家族や友人知人）　□ある（ＴＶや雑誌、その他）　□ない
Ｑ３：あなたは〝どんな人も暴力を受けずに生きていく権利がある〟ということについて、どう思いましたか？　
□その通りだと思った　　□よくわからなかった　　□そうは思わなかった
Ｑ４：今日のワークショップに参加して、どう感じましたか?
　①人権について　      □とても役に立つ　 □役に立つ　 □あまり役に立たない
　②暴力について        □とても役に立つ　 □役に立つ 　□あまり役に立たない
　③デートＤＶについて  □とても役に立つ　 □役に立つ 　□あまり役に立たない
　④「自分を大切にする」ということについて 
                        □とても役に立つ　 □役に立つ　 □あまり役に立たない
Ｑ５：今日のワークショップの中で、よくわからなかったところや、少しおかしいな、と
思ったところがあれば、できるだけ具体的に書いてください。
Ｑ６：今日の感想を自由に書いてください。
Ｑ７：　　男　　・　　女　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人　エンパワメントかながわ
特定非営利活動法人エンパワメントかながわ
〒221-0835横浜市神奈川区鶴屋町2-9-22-701
ＴＥＬ：045-323-1818
ＦＡＸ：045-323-1819
e-mail　:　kanagawa-cap-miracle@isis.ocn.ne.jp
HP　:　 http://npo-ek.org/
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エンパワメントかながわ　「中学生向けデートDV予防プログラム」
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受講後、今後、役立てることができそうか聞いたもの





プログラムの中で伝えている内容


＊人権について


＊暴力について


＊デートＤＶについて


＊「自分を大切にする」


　　








「デートＤＶ」という言葉の認知





＊高校生のデータでは、言葉を知っていた生徒が６３％にのぼります。


早い時期からの、正しい啓発が重要です。
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「暴力を受けていい人はいない」って言うのは、その通りだと思うし、暴力を受けたい人もいないと思う。暴力はなくなればいいのにって思いました。





自分を大切にしていいことや、普段自分たちが何気なくやっていることの大切さを知った。





人に相談することの重要性が分かった。





相手も自分も大切にすることはとても大切なことだと思った。暴力（デートＤＶなど）は本当の愛ではないと思った。





暴力を受けていい理由なんて、誰にもないというのが良くわかった。





今までしたなかったで「デートＤＶを知ることができた良かった。どんな人にも自分を守る権利があることを知ることができてよかった。
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中学生という多感な時期にこういった事をするのはとてもいいと思います。大きくなってからでなく、今の家から学ぶことがいいと思いました。





みんなの意見を取り入れるのがすごいなと思った。他では受けられないような、貴重な体験ができました。
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